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[方法] 本研究は,以下のプロセスを段階的に実施した．第１プロセスでは, A 県 B 市の自
治体職員に対し,ツールの作成に関する基礎研修を実施し知識の統一を図った．第 2 プロセ
スでは，大震災の被災対応を経験した C 県 D 市の保健師に対し,被災直後の初動期に実際に
行った行動について,グループ・インタビュー法による調査を実施した．保健師の語りを，
自治体組織全体の混乱が予想される,初動期の「保健師の行動」「保健師が受けた指示・命令」




[結果] 第１プロセスの基礎研修は,自治体職員 37 名(医師 1 名,歯科医師 2 名,薬剤師 2
名,保健師 18 名,栄養士 2 名,事務職 7 名)の参加を得た．第 2 プロセスは，保健師 7 名を対
象に，グループ・インタビュー法を用いて調査を行なった．協力者の就業年数は，平均 23.85













2 プロセスで抽出したアクションを用いて，自治体職員 33 名(医師 1 名,保健師 19,栄養士
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